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霧島山新燃岳 2011年噴火噴出物の岩石学的特徴と時間変化
Petrological characteristics and time evolution of the 2011 eruptive products from Shinmoe-
dake of Kirishima volcano
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活動中の火山の噴出物を連続的に採取し岩石学的に解析することは，地下でのマグマプロセスを高精度で理解する上
で，またとない機会を与える．また噴出マグマの全岩組成や斑晶量は，地表付近でのマグマの粘性を決める一つのパラ
メーターである．そこでこの種の解析は，多様な噴火様式を取る安山岩質火山の噴火において，噴火現象を理解する一
助ともなるであろう．以上の観点から，我々は新燃岳 2011年噴火噴出物の岩石学的検討を進めている．

1月 26日噴出物を用いた予察的検討では，軽石ブロック（およそ 10cm径まで）と，火山灰中の軽石粒子の両方を
使用した．全岩組成分析に軽石ブロックを使用した．一方，石基ガラスや斑晶鉱物組成の分析には，多数の粒子をマウ
ントした研磨片の迅速な作成のため，火山灰中の軽石粒子を使用した．使用した火山灰は最大 5mmの構成粒子からなる
が，1mm以上の粒径から新鮮な軽石（マグマ物質）を選別した．
軽石には，10cm径までのブロックと火山灰中の粒子の両方で，白色，茶色，灰色の色彩の多様性がある．また白色

部と茶色・灰色部の混在した，縞状軽石も認められる.全岩の SiO2 含有量は白色軽石が 61-62wt. %であるのに対し，茶
色・灰色軽石は 57-59 wt. %と後者で低い．また全岩MgO含有量には逆の関係があり，白色軽石で約 3wt. %，茶色・灰
色軽石で約 4wt. %である．
この全岩組成の違いに連動し石基組成の違いもある．縞状軽石を含めた軽石灰色・茶色部の石基ガラスは，軽石白色

部のガラスに比べ，SiO2 含有量が低く MgO含有量が高い．灰色・茶色部での SiO2 =66-68wt. %, MgO=1.1-1.4wt. %に
対し，白色部では，それぞれ約 76wt. %と 0.3wt. %である．灰色・茶色部の石基には，白色部とは異なり，マイクロライ
ト（斜長石，輝石，Fe-Ti酸化物）も存在するので，灰色・茶色部の石基全体は，上記の値よりも，さらに SiO2 に乏し
く, MgOに富んでいたであろう．
以上の全岩・石基組成の多様性は，温度の異なる少なくとも２種類のマグマの，おそらく噴火直前の混合で形成され

た．限られたサイズの火山灰粒子による予察的検討であるが，単斜輝石，斜方輝石，斜長石，Fe-Ti酸化物の斑晶は全て
の色の軽石に含まれ，コア組成は軽石の色彩により系統的に変化しない．一方かんらん石斑晶は，茶色・灰色部のみに存
在する。そして両輝石とかんらん石のコア組成は互いに非平衡である．さらに斜方輝石斑晶は，軽石の色彩によらず逆
累帯構造を示すものが含まれるが，茶色・灰色部で Mg#の増加幅が大きい (Suzuki and Nakada, 2007と類似)．すなわち
低温の端成分マグマは，白色軽石（斑晶として輝石，斜長石，Fe-Ti酸化物）に対応する．一方高温マグマには少なくと
もかんらん石斑晶が含まれ，1月 26日の時点では，高温マグマは単独で（低温マグマとの混合なしに）噴出していない
ようである．上記の軽石灰色・茶色部のマイクロライトは，低温マグマと接触した際の冷却により生じた可能性がある．
組成差のある少なくとも 2種のマグマが噴火に関与していることから，それぞれのマグマの深度に関する情報を得る

ことによって，地球物理学的に推定される圧力源の理解を助けると思われる.ところで新燃岳 2011年 1月 19日噴火の火
山灰 (粒子最大径 1mm)には, 2008年 8月 22日噴火以降の数回の小噴火の火山灰とは異なり，初めて新鮮な軽石粒子が
含まれるようになった（250-500μm径で約 8％）．本講演では，この軽石を形成したマグマと，26日のマグマとの関
連も議論する．さらに 1月 27日以後の噴出物も含め，上記のようなデータの他，軽石の色彩タイプ別の体積比や，斑晶
鉱物の詳細な累帯構造のパターン等も加え，高温・低温マグマの供給系での相互作用の時間発展を解明する．
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